
(受の1)

収 支 報 告 書

(ふ り が な)

1政 治 団 体 の 名 称
㌶ し 露 こ ニ ラ 勇 イ ψ 、、1

いそざき仁彦後援会　

玄 ナ 必 妊'1レ
ー1-13-14　九十九ﾋﾞﾙ4F　8一 ソ 〈乞 篇

平成 ぞ。ぐ 年分

(平 成 年 月 臼 開 催 分)

2主 たる事諦 の所磁　高松市 ぱ松島町 一

蹴 表 者 の 氏 名　山払
本直樹華ナ

4会 誰 責 任 者 の 氏 名 、一
1ぼ 、1突 託 ＼

事務握癌者の氏名及び電話番号

一1〆 頬 藷 ミ捷 ・(薦 ・1σ ・/ ズ」7)

( )

()…

1こ の報告諮は、毎年12月31日(解 散等の場合には、その 日)現 裡で、その年におけるすべての収入及び支出(当 該政 治団体のためにその代表庸又は 会言頃 任者と意思を通 じてされた支出を含む。)の総

額、項 囲別の金額及 び資農等 並びに以 下に掲げる事項(こ れらの事項 がないときは 、その旨)を 記載すること。なお、政 治覇体のうち法第18条 の2第 玉項 の規 定による政治 団体(以 下1特 定 パー一ティー 開催 団

体」という。)に あっては、報皆 書を提戯する日現在で、当該特定パーティー開催衝体 の鯛催 した政治資金パーティーに係るすべての収入(予 定される牧 入を含 む。)及 び 支出(予 定される支出を含 む。)の総 額
、項 国別 の金額及 び以下に掲げる事項 に れらの事項がないときは、その 旨)を 記載するものとし、予定される収入 又は支 出を記載する場命にお いては、当該収入 又は支出が予定される収入 又は支出

である旨を「備 奄」欄に記載すること。

2「 政治団体の区分」欄及 てドr港動 区城の置分」欄の中の1口 」内には、該 畜するものに「〆jを 紀入すること.

3「 資金管理団体の撰定の有無」欄 の中の 「蜘 については、12月31日 現 在 で資金管理1・}i体として指定されていた揚 念には「有」の「[コ」に「監肉 を記入し、1瑚31日 現 在で欝金管理 団体として捲 定されていな

かった場合には ゴ無」の1[]」 に{〆 」を記 入すること。さらに、「資金管理団体の捲定の有無」欄の中の 「公職の種 類」及 び 「資金管唖f】体の届出をした者 の氏名」は、12月31日 現 在で資金管理団体として指定

されていた場合にのみ記載すること。この場 合において、「公職 の種類 」には、衆議院議 貴、参議院議 腿又は地方公 共幽体の議会の議員著しくは長の;ヌニ分 により、その職 については選挙 区において選挙する

こととされている場合には嶺該 選挙 区名 を付 して、その職 にある者 にあっては 「衆調 移冠議員 香1喋 第O区(現 職)」、その職 の候補 者にあっては1衆 議 院 議貴 四魑選挙 区({喋補者)」、候補者となろうとする

者 にあっては1香 州県議 会議鐵 乙謝～選挙 区(候 捕 者となろうとする考)」 の例 により記載すること。なお 、12月31}ヨ 現 在での国会議蛾 劉係 政治団信玄に 関す る特例 規定(法 第19条 の9の 規定をいう。以下 園

じ。)の適灘の有無にかかわらず 、認載すること。

4贋 金管理 隠体の指 定の期間」欄 には、12月31目 現 在での資金 管理繍体 の揃定の有無にかかわらず 、当該年 中において一・部の期 間のみ資金瞥理 団 体として指定されていた場合に、その期 間を言己載する

こと。この場命 において、当該年 中に資金 管理膨体として指定され 、その後、12月31日 まで資金管理団体として指 定されていたときには、資金管理団体 として指定され た 日から12丹31日 まで、1月 田 現 在で

盗金管理団体として指定され てお り、その後当該年 中に蜜金管理団体の指定を取り消されたときには、1月 媚 から資金管理団体の指 定を取り消された 響まで、というように記 載すること。また、亘月互ヨか ら腺

月鋸1ま で通年で資金管理団体として指定されていた場合には記載を要しないこと.な お、当該年il】における鵬会議員闘係敵治団体に関する特1グrl規定 の適胴の有無にかかわらず、言己載すること。

5特 定パー一ティー罷催団体 にあっては、当該特定パ ーティー開催 団体が騨催 した政治資金パー一ティー一の開催年月 日を「平成 年 月 日開 催分jの 箇所 に記載すること。



(その2)

収 支 の 状 況
1収 支の総括表

1収 入とは、金銭、物品、不動産その他の財産上の利蕪の収受で、法第8条の3各 号に掲げ

る方法による運用のために供与し、又は交付した金銭及び有価証券の当該運用に係る当該

金銭等に相当する金銭等の奴受以外のものをいい、支嵐とは 、金銭、物品、不動産その他
の財産上の利益の供与又は交付で、法第8条 の3各号に掲げる方法による運用のためにする

'金 銭及び有緬蹴券の供与又は交付以外のものをいう.な お、金銭以外の財産上の利益に
あっては、これを時飯に見積った金額を記載し、その根拠を 「備考1欄 に記載すること。

2収 入項目別金額の内訳
一 一一一 一 一 一一 一一 皿 一 一

(1)鯛 人の負担する党費又は会費
一 一 一一 一一一 一一一一 一一

金 額

i一億
Il一 庫 万

奪1＼ ㌔

千 ll円
1:

1:
::

員 数
::

::

:1
昌

＼ :;＼一 一 一一1 一 一一

2(D偲 入が負担する党費又は会費については、その金額及びこれを納入した者の数を記載

すること。

一 門一 一1-一 一 町 コL甘　 門一 一一 門一 一 一 一 一 一 一

(2>寄 附
一 … 一胃 一 一

ア 寄附(イ を除く。)の区分

一

金 額 、
… 一一一 一_

(ア)個 人 か ら の 寄 附

十億

一一

百万 千 円

(う ち 特 定 寄 附)
＼

(イ)法 入その他の団体からの寄附 ＼
(ウ)一政 治 団 体 か ら の 寄 附 ＼

、

小 誹((ア)十(イ)十(ウ)1 ＼
(寄附のうち寄附のあっせんによるもの) 駅
イ 政 党 匿 名 寄 附 ＼一

合 言駁ア+イ)

一一

}＼一一 一 一 一 一 一 一 　 一 一 一 丁一 一一 一 一一一 一 一 一 一 一

② 審附(法 人その他の団体が負担する党費又は会費を含 み 、政覚匿名 寄附(寄 附のうち、

法第22条 の6第2項 に規定する敬党又は政治資金団体 が街頭又は 一般 に公嗣される演説

会蒋しくは集会の会揚 において受ける匿名の寄附でユ件 当たりの金額が千円以下のものを

いう。(3)及 び(そ の9)に お いて嗣じ。)を除く。(そ の9)を 除 き、以r伺 じ。)については、
「個人からの寄附」、「法人その他 の癩体からの寄附」又は1紋 治 冠1体からの 矧珊」に分類

し、それぞれ項llご とに総額を記載す るものとし、宥附のうち寄附のあっせんに係 るものに

ついては、その総額を記載すること。なお 、掴人からの宥附のうち、特定審附(法 第 玉g条の
4に 規定する寄附をいう。以下同じ.)に ついては、個 人からの寄附の内 書としてその総額

を記載すること.また、本部又 は支部から供与された交付金 に係る収入 は、寄附には該 当

しないため、「政治置1体からの寄附コに含めないこと。

③ 政党匿名寄附については、その総額を記載すること。



(その17)

資 産 等 の 状 況

1資 産等の総括表
一 一

資 巌 等 の 有 無
一 一一一一一 一一一

資 産 等 の 項 目別 区 分 有
'

無 備 考

ア 土 地 縢 ゴ

イ 建 物 瞬 欝

ウ 建 物の所 有を 麹的とす る地上権又 は土・地の賃借権 日 蔭

エ 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産 縢 ぽ

預金(普 通 預金及 び当座 預金 を除く。)又は貯 金(普 通貯金オ

を除く。〉
賑 訂

力 金 銭 信 託 縣 麟

キ 有 価 証 券 難 露

ク 出 資 に よ る 権 利 鷺 冒

ケ 貸 付 先 ご との 残 高 が100万 円 を 超 え る 貸 付 金 欝 露

コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 溝 を 超 え る 敷 金 顯 面

サ 取得の億額が100万 円を超 える施設の利周に関する権利 口 9

シ 借 入 先 ご と の 残 高 が100万 円 を 超 え る 借 入 金 欝 遡 ・

一 一一 一 一一 一一 一 一 一 一一

12月31目 に おいて有する資産等(土 地 、建物 、建 物の所有を 目曲とする地上権又は土地の賃借権、取得の価額が100万 円 を超える動産、預金(普 通預金及び 当座 預金を除く.(そ の三8)

にお いて同じ.)又 は貯金(普 通貯金を除く。(そ の18)に お いて同じ。)、金銭信託、有価註券 、出資による権利、貸付先ごとの残高が10G万 円を超える貸付金、支払われた金額 が100万 円 を

超える敷金、取得の緬額が100万 円 を超 える施 設の利用 に関する権利 及び借入先ごとの残高が100万 円を超える借入金をいう。(そσ)18>に お いて 同じ。)については、これらの項 嘩ごとの講

無についてギ〔コ」内に1"」 を記入すること。




